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 基準不適合発生箇所 

燃料タンクの車体への固定方法が不適切なため、上

面角部に応力が集中しており、当該タンクに熱影響な

どによる膨張や収縮が繰り返されると、当該部に亀裂

が発生するものがある。そのため、そのまま使用を続

けると、亀裂が進行し、最悪の場合、貫通して、燃料

満タン時に燃料が滲み出るおそれがある。 

改善の内容 

全車両、固定バンドと車体の間にワッシャを追加するとともに、亀裂発生部を接着樹脂で

補強し、接着シートを貼り付ける。 
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識別：接着シートの有無により容易に識別できるため、特別な識別は行わない。 

注：             は、追加部品を示す。 

 改善後 
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